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１．概要（Summary） 

増殖や遊走，分化などの細胞の機能は生化学的因子

のみならず，細胞が接着する基板の剛性という力学的因

子にも強く影響を受けることが知られている．本研究では

微細加工技術を用いて剛性の操作が可能な PDMS製

細胞培養基板を作製し，ウサギアキレス腱から採取した腱

細胞の機能に及ぼす基板剛性の影響を検討した． 

２．実験（Experiment） 

【利用した主な装置】 

3次元レーザ・リソグラフィシステム一式 

【実験方法】 

シリコンウエハにネガティブフォトレジスト SU-8を用い

たフォトリソグラフィで半径 3 m, 中心間距離 6 m（六

方格子状に配置），高さ 2, 4, 8 mのマイクロピラー鋳型

（オス型）を外注により作製した．次に PDMSでメス型を

作製し，さらに再度 PDMSで型取りすることで設計値通

りの PDMS製マイクロピラー基板を作製した．作製した 3

種類の高さのうち，8 mのマイクロピラーはメス型から剥

離した際に静電気等でピラー同士が接着したり倒れたりし

てしまう．そこで 3次元レーザ・リソグラフィシステム一式

（超臨界乾燥機）を使用することで接着あるいは倒れたピ

ラーを垂直に立たせ，細胞培養に使用できるように仕上

げた． 

細胞培養実験にマイクロピラー基板を使用するに先立

って，細胞が接着するピラー頂部にフィブロネクチンをコ

ートし，ピラー側面はウシ血清アルブミンを 2%含むリン酸

緩衝溶液でコートした． 

ウサギアキレス腱から採取した腱細胞は継代数 1-3の

間で使用し，マイクロピラーには所定の細胞密度で播種し

た． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1にマイクロピラー基板作製に使用した鋳型の

SEM画像と，実際に作製した高さ 4 mのマイクロピラー

に播種した細胞がピラー頂部に接着している様子を示

す．このようにマイクロピラー上に培養した腱細胞につい

て，炎症性サイトカインへの応答性や細胞膜の流動性と

基質剛性の関係について検討を行っている． 
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Fig.1 (a) SEM photomicrograph of an SU-

8 micropillar mold. (b) Photomicrograph 

of tendon cell on micropillars. 


